








の均整美と日本の伝統的な美意識との融合を探究し、そ
れを達成した」ここのところが非常に重大ですね。そして、
自分の考えをそこに取り入れて、例えば先ほど岡崎さん
（写真）が弾いてくださった一つ一つの曲に違った音色、
特に2曲目の非常に静かな音色、深みのある永遠に続く
ような静けさを持った音色、あれは辻さんでなくては出
てこない音だと思います。

井戸さん
　辻先生はもうお亡くなりになっていますが、辻先生が
作り出された音は生き続けるということを、今の先生の
お話から感じたところです。
　辻先生の人物像については、まだまだお聞きしたいこ
とがございますが、辻先生をご存知ではない方にも、ど
のような方だったか大体お伝えできたのではないでしょ
うか。

■パイプオルガンが拓いた白川町の世界

井戸さん
　では次は、「パイプオルガンが拓いた白川町の世界」を
テーマに、音楽を通じた国際交流の始まりについてお伺
いしていきたいと思います。
　白川町でイタリアオルガン音楽アカデミーが始まった
経緯や、当時の様子について教えていただけますでしょ
うか。

金澤先生
　アカデミーが始まったのは当然の成り行きだったと思
います。
　辻先生に初めて会ったのは、ハーバード大学の博士号
を得て帰国後間も無く、おそらく1967年の春頃、アメ
リカ・ボストン時代に非常に親しくしていた林佑子さん
に「この方はこれから日本で非常に大事な方になるから、
よろしくね。」とご紹介いただきました。
　その後、ちょうど辻さんは東京の飯田橋に近い日本ルー
テル教会のオルガンを手掛けていて、そこへみんなで行
き、話を聞いたり、ディスカッションした覚えがあります。
終わると飯田橋の飲み屋で二次会をしたりして、これが
だんだんと大きくなって、後に今の日本オルガン研究会
につながる基になったと思いますね。
　そういうようなことがあった後、私が勤めていた国際
基督教大学の教会堂にオーストリア・リーガ社のオルガ

ンが入ることになり、日本側からの協力者として辻さ
んが手伝ってくださって、お付き合いが進みました。
完成後も、演奏者を紹介してくださったりして交友が
続きました。
　その後も、辻夫人が主に企画された愛好者を集めて
ヨーロッパのオルガンを見に来るという時に、ちょう
ど私がイタリアにいましたので、お手伝いをしました。
　1985年に「今度は黒川の辻オルガンで、ヨーロッ
パでやるようなアカデミーをやるから来てくれないか」
と言われたので、「はい」と言って来た、それが始まり
ですね。自然にその道が開けたと思っています。

井戸さん
　岐阜の山間の小さな町で行われる、それまで国内で
聞いたことのないようなオルガン講習会の講師を依頼
されたときは、どのように思われましたか。当時の率
直な感想をお聞かせいただけますか。

金澤先生
　初めて来たときに、ちょっとびっくりしました。白
川口駅からバスでだんだんと山の中に入って行って、
日が暮れてきて真っ暗になり、先が見えなくなってど
うなることかと思っていたら、黒川に着きました。
　黒川に着いた時は、自然の中の素晴らしい環境だと
思い、このような行事をするには、もってこいの場所
だなと感じました。

井戸さん
　辻先生がじっくりパイプオルガンの音色を追求する
には、抜群の環境だったということでしょうね。

1985年に辻オルガンで開催された第1回アカデミーの様子

　今日はフォーゲル先生のようなご高名な方にあのよう
な追悼文をお寄せいただいて大変ありがたいと思ってお
ります。あの方に巡り会って父のオルガンビルダーとし
ての人生が大きく展開したと思います。
　ご質問をいただいた家での父は、家族から見ると普通
のおじさんだったわけなんですけれども、父と母と明治
20年 30年生まれの父方の祖父母と私とで神奈川県に
住んでおりまして、祖父母は息子がせっかく大学を卒業
して、音楽の先生になったのに結婚した途端に辞めて、
アメリカに行ってオルガンビルダーの修行をするって聞
いた時に、普通の親は「そんなとんでもないことはやめ
ろ」と止めると思うのですが、祖父母は「しっかりやれ」
と言って応援したんです。変わっていると思うのですけ
れど、キリスト教の信者だったので、オルガンを作る人
が日本にいて、教会に納めて神様の役に立つのは大変名
誉なこと、ありがたいことだとそういう発想だったと思
います。それで一生懸命応援しておりました。そして、
父は息子としては優しい息子だったと思います。あと祖
母は私の母のことを「この人は宏にとても必要な人だ」
という風に直感的に思ったらしくて、大変大事にしてく
れました。そういうふうな家族でした。
　父は早く起きて一生懸命働いて、その代わりに土日は
昭和の30年代から完全週休2日制にしたりして、メリ
ハリをつけていました。休みの日や週末は、私と一緒に
プールに行ってくれたり、自転車に乗ってくれたり、そ
ういう普通のお父さんでした。
　あとは、母のことは同志というか、二人三脚の相方と
して大事にして、一生そうやって2人で力を合わせて歩
んできたんじゃないかと思います。お互いの一番の味方
だったというふうに思います。

井戸さん
　温かいご家族の中で、めぐみさんがお育ちになったと
いうことが伝わってまいりましたし、本当にご家族を大
事にされるお父様だったのだなと思います。そして、奥
様の紀子さんも辻先生を本当に支えられて、良いご両親
のもとでお育ちになったということが伝わってまいりま
した。
　金澤先生は、辻先生と最初に出会われたときのご印象、
オルガン建造家としての辻先生をずっと見つめてこられ
たと思いますが、どのように見ていらっしゃったのか教
えていただけますか。

金澤正剛先生
　最初の印象は、ちょっと覚えていないんですけれど、
一言で言えばね、オルガンという楽器の歴史と伝統を、
非常に興味を持って、それを学んで、それに従って、自
分の音楽を追求しようという、そういうような熱意のあ
る方だった。
　そして、めぐみさんも言われたとおり、奥さんと二人
三脚でね、それを進められた。ただオルガンを作るばか
りではなく、オルガンの歴史を他の人にも知らせ、そし
て、自分ではそれに基づいて自分なりの楽器を作るとい
う目的を持っていた方でしたね。
　先ほどフォーゲルが言ったように、まずドイツ、北ド
イツそれからイタリア、スペインの伝統を身に付けて、
そしていよいよこれから自分なりのオルガンの音を生み
出そうという風に始められた時に亡くなられてしまっ
た。もっと長生きしていただいて辻オルガンのもっと深
みのある素晴らしい楽器ができたはずなんです。それが
僕は非常に残念に思っています。

井戸さん
　辻先生は生涯に81台のオルガンを制作されましたが、
それでも辻先生のお仕事としては、まだまだこれから
だったというお話に感じるところがございました。
　フォーゲル先生の追悼文を読ませていただきました
が、本当にすばらしい内容でございました。金澤先生は、
この追悼文をどのように受け止めておられますか。

金澤先生
　まさに、先ほどおっしゃったとおりだと思います、本
当にそのとおりだと。特に晩年の辻さんのことを「西洋
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て人を育てるという辻先生の志が形になっていると思い
ます。アカデミーの開催のみならず「人を育てる」、「町
への貢献」などについて、辻先生はどのようなお考えで
いらっしゃったのでしょうか。

めぐみさん
　白川町に引っ越してきた時、大変素晴らしい眺めの日
当たりのいい広々とした元の黒川中（なか）小学校を借
りすることができて、地元の方に何かお返しをしたいと
いう思いを持っていました。
　そんなこともあって、黒川中学校でリコーダーを課外
活動でお教えしたり、あるいは黒川に知っている友人の
演奏家の方々、国内の方も海外の方もお招きして、辻オ
ルガンの２階の学校の元講堂だった部屋で演奏会をして
いただいたりして、活気がありましたね。それから色々
な演奏団体の合宿に使っていただいて、偉い先生にレッ
スンしていただいて、そういうことも何回もありました。
そして終わりに演奏会を開いていただいて、黒川をはじ
め白川町の色々なところから演奏会にいらしてくださっ
て、賑やかな和やかな交流があったと思います。

井戸さん
　私もその頃、初めて白川町に勤め始めた頃で、白川町
はなんでこんなに海外から音楽の演奏家の方たちが次か
ら次にいらっしゃるのかと思っておりましたけれども、
その背景に国際交流にご尽力された方の力があったのだ
と改めて感じます。

めぐみさん
　1 つ言い忘れたのですけれど、小澤征爾さんが桐朋学
園の若者たちのアンサンブルを連れて、チェロの世界的
名手のロストロポーヴィチさんがソリストで音楽キャラ
バンをなさったんですね。それが 1989 年のことでした。
あれは本当にものすごく特別な夏でしたけれども、うち
の両親は小澤征爾さんもロストロポーヴィチさんも個人
的には存知上げなかったんです。でもある時、小澤征爾
さんからコンタクトがあり、「日本の農村の田園地帯の静
かなところで、マスコミとかそういうものが一切入らな
い、本当に地元の方が夕涼みがてら足を運んでくださる
ようなな音楽会をやりたい。ロストロポーヴィチが『全
く無名の青年だった若き演奏家時代に、ロシアで教会の
前の広場で弾いたりすると、村のお年寄りやら子供と手
をついだお母さんやらが寄ってきて、しみじみ聞いてく

れた、あれは忘れられない。ああいうのをやると、征爾、
お前も音楽家冥利に尽きるぞ』って言われたけれど、（中
国大陸で生まれ自分の田舎がないので）自分にはツテ
がなく、どうしたらいいかわからなくて、美智子妃殿
下（当時）に相談したら、オルガンを作っている辻さ
んという人が白川町の緑豊かなところに住んでいて、
お茶とヒノキが主な産業という静かなところだと聞く
から、音楽関係者でもあるし、辻さんに聞いてみたら
どうかと紹介してくださった。」と言うのです。

それでいきなり小澤征爾さんからコンタクトがあった
んです。だからロストロポーヴィチが来たのも、小澤
征爾が来たのも妃殿下（現上皇后陛下）のおかげです。

金澤先生
　今の話は初めて聞きました。

めぐみさん
　そうです。私がボケる前に皆さんにお伝えして後世
に語りつないでいただきたいと思います。美智子妃殿
下はなるべくカーテンの影に隠れてという風になさる
方でしたので、長く公にしませんでしたけれども、上
皇后様になられたし、もういいんじゃないかなと思っ
てご披露いたしました。

井戸さん
　なかなか他ではお聞きできないお話でした。もとも
と、お箏とか大正琴とか尺八とか三味線とか、音楽に
親しむ方が大勢いらっしゃって、私も白川町は文化的
なところだとは感じておりましたが、これまでのお話
をお聞きして、音楽を通じた文化交流が国際交流を促

辻オルガン 2 階のホールにてロストロポーヴィチ（左から 2
人目）と小澤征爾（中央）

金澤先生
　そうですね。オルガンは、自然の音となじむ性格があ
るのだろうと思います。ある意味では、人間の声の代わ
りでもある。ですから、自然となじむ楽器として、この
白川町というところに活動の中心ができたというのは、
まさにうってつけであったと私は思っています。

めぐみさん
　岐阜県美術館にイタリア様式のオルガンを辻オルガン
が作るにあたっては、色々な白川町の方が署名を集めて
県知事にお願いするなど、大きな協力をしてくださいま
した。そして、地元の木を使ってイタリアのピストイア
のオルガンの複製が岐阜県美術館にできました。1984
年のことです。
　ただ、その頃の日本では、どこの音楽大学でもイタリ
アバロックの曲の演奏法をきちんと教えていませんでし
た。なぜなら大学の先生方でも習ったことがなかったか
らです。せっかくイタリアバロックのオルガンの複製が
納められても、日本にちゃんと弾ける人が、まだほとん
どいなかったのです。
　当時の白川町長の鈴村冨郎さんがそれを聞いて、お披
露目の時に岐阜県美術館に駆け付けてくださったピスト
イア市長さんたち一行とピネスキー先生と、せっかくオ
ルガンができたのだから弾ける人を日本に育てなくては
いけないという話になり、「それなら白川町でまずは始
めましょう」ということになったようです。
それで日本で初めてイタリアのオルガン音楽をきちんと
系統立てて学ぶ場所ができました。それがきっかけです。
それが 40 年も続いているのですが、日本中でこんなに
長く続いているオルガンの講習会はありません。世界で
も珍しいかもしれません。素晴らしいことだと思います。
　東京の演奏家の間で、「岐阜っていうところはすごい。
私たちのような者でさえ知らない本当に通好みのイタリ
アものを、岐阜では白川の講習会で習って、プロのオル
ガニストだけではなく、愛好家の人たちも弾きこなして
いる」という噂が何年か経ってから流れるようになりま
した。今では日本の音楽家の方たち、音大でも習えるよ
うな時代になりましたが、非常に先駆的だったわけです。

井戸さん
　アカデミーのきっかけとなる本当に貴重なお話を伺い
ました。そもそも、ピストイアとつながるきっかけになっ
たのが、やはりピストイアの古いオルガンの修復という

ことであったと思います。そのピストイアの修復プロ
ジェクトの経緯とか舞台裏とか、きっと辻先生も紀子夫
人もご夫婦ともご苦労が色々あったと思いますけれど、
何かそうしたエピソードは聞いておられますか。

めぐみさん
　ピストイアのオルガンを修復した時は、夏でした。非
常に暑い夏で、イタリアの人は午後の一番暑い時間はお
昼寝をするわけです。そして夕方からまた夜まで働くん
ですけども、父たちは宿舎が修復した教会から離れてい
たので、一旦帰ってお昼寝するということができなくて、
本当にカンカン照りの暑い夏のイタリアで、お昼寝なし
で一生懸命働いて、身も心も限界ぐらいへとへとになり
ながらがんばりました。
　また、日本人にそんな大事な楽器を修復させるという
ことで、ピネスキー先生は「辻宏は大丈夫、できるから。
色々オルガンを作ったのを自分も見て聞いているから腕
は確かだから。」と言って推薦してくださったのですが、
イタリアオルガン界の大御所タリアヴィーニ先生という
大先生が非常に心配なさって、「変な人にさせるぐらい
なら壊れたままとっておいた方がいい」と初めは反対し
ていらっしゃいました。それは当然のお考えで、まして
や日本から来るということですからなおさらです。
　それでも色々な経緯を経て、父が修復させていただけ
ることになって、そして完成してお披露目の演奏会の時
は、父は本当に緊張していたわけです。まあ、裁判で判
決がくだる囚人じゃないですけれど、さあどういう風に
評価されるのか。オルガニストの方が披露演奏なさって、
演奏会が終わっても、父はまだカチコチになって目をつ
むって座り尽くしていたんです。そうしたら、タリア
ヴィーニ大先生が歩み寄っていらして、母がそれを見て
肘でつついて目を開けるよう父に合図して、そしたらタ
リアヴィーニ先生が父に握手の手を差し出して「おめで
とう」と言ってくださいました。それはもう父にとって
本当に胸がいっぱいになった瞬間だったと思います。

井戸さん
　辻先生の実績の上に、姉妹都市としてのつながりがあ
るということを感じるお話をお聞きしました。
　また、アカデミーを受講された方々が、今では各地、
各分野でご活躍されているというお話を伺っておりま
す。白川町での講習会に今では講師として携わっておら
れる方もいらっしゃるということで、本当に音楽を通じ
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方が大人でも定期的にレッスンを受けられるような社会
人講座など、いろいろな活用ができたらいいなと思いま
す。

井戸さん
　ありがとうございます。金澤先生がおっしゃったよう
に、音楽のまち白川町のオルガンを通した文化活動を広
く知ってもらうための努力、それからめぐみさんがおっ
しゃったオルガンの更なる活用というのは、今後の課題
になるのではないかなということを感じております。
　金澤先生、音楽学の博士でいらっしゃる先生から見て、
白川町の国際交流に音楽が果たした役割や成果のような
ものをどのように捉えていらっしゃいますか。

金澤先生
　それは大きいと思います。このイタリアのオルガン音
楽というのが、一頃前までの日本では知られていなかっ
た。それがだんだん今知られるようになったのも、偏に
この白川町の努力のおかげだと思うし、

めぐみさん
　それは誇張ではなく本当にそうだと思います。

金澤先生
　ということでね、この白川町が素晴らしい町であるっ
てことは、もっと全国的に知ってもらいたいなと思う。
それでどんどん若い人たちに戻ってきてもらって、この
ユニークな町がどんどん盛んになることを私は期待して
おります。

■若い人たちへのメッセージ

井戸さん
　話題は尽きませんが、そろそろお時間となります。本
日はお二人のお話から音楽という言葉を超えたつながり
の力、そういうものを改めて辻先生の功績から感じるこ
とができました。そして辻先生がつないだ音と人の輪が
40 年経った今でも広がり生き続けているということに
改めて本当に感動する次第です。
　最後にお二人から町の皆さんへ、若い人たちに一言ず
つメッセージをお願いしたいと思います。まずは、めぐ
みさんからお願いします。

めぐみさん
　私の父は、もちろん人並みに苦労もあったわけです
けれど、でも仕事を見ていると充実した幸せな人生だっ
たと思うんです。白川町の若い人たちへ何かメッセー
ジというご質問ですが、父の人生を振り返って思うこ
とは、夢を持って、そして諦めずにコツコツ進むこと、
自分の頭で考えること、他人の目を気にしないこと、
でも独りよがりにならないように良い先生と良いお手
本を探して、そして歩んでいくこと。それから色々な
良い本を読むこと、そんなことを思いました。

金澤先生
　もう色々言っちゃったんですけどね、ともかくも、
この町の良さというものが一般的にもっとよく知られ
るようになること、そして、オルガンばかりではなく、
ヒノキもお茶も自然もそして歌舞伎も、そういう人間
が生み出した素晴らしいものを最も具体的に有効に活
かしている町だということを分かってもらえば、また
この町ももっと盛んになるのではないかと、それを私
は期待しています。

井戸さん
　ありがとうございます。白川町がこれからも “世界
とつながる町” として歩んでいけるよう、心から願っ
ております。今日、お二人から伺った貴重なお話は、
そのための示唆に富んでいたと思っております。
金澤正剛先生、辻めぐみさん、本日はありがとうござ
いました。

進したということを改めて感じております。

■“音楽の町・白川” を次世代へ

井戸さん
　辻先生が人を育て、交流を深め、そして国際間または
時代を跨いでつなげようとされた思いを、これからどの
ように活かしていくか、どのように継承していくといい
か、もしくはどうあってほしいかについて、お二人に伺っ
てまいりたいと思います。
　金澤先生には、これまでの 40 年間ずっと白川町の音
楽を通じた国際交流にご尽力され、本当に頭が下がる思
いであります。この文化をどう受け継いでいくといいの
か、先生はどう思われるでしょうか。

金澤先生
　この白川という町が、日本の中でも非常にユニークな
町だということを、まず自覚していただきたい。桧や茶
などの素晴らしい自然に恵まれる一方、黒川の歌舞伎ほ
か芸能などの文化芸術も盛んです。そういう町であると
いうことを、全国的に、できれば国際的に知ってもらい
たいです。その素晴らしさを若い世代も自覚し、未来に
向けて継承してもらいたい。文化的基盤が、この町には
あることを様々な手段を用いて広く知らせる努力が重要
であり、その一つがオルガンであるとも言えます。この
町はもっともっとよく知られるべき町だと思っていま
す。それを期待しています。

井戸さん
　「知られてこそ」ですね。若い世代に知ってもらうこ
とも、継承の第 1 歩だと思いますし、“知らせる努力”
それから良さの発信というのがますます必要だというこ
とを思う次第です。
　それではめぐみさんは、お父様の志をこれからの世代
にどのように伝えていかれたいでしょうか。

めぐみさん
　父のこしらえたオルガンというのは、400 年ぐらい長
持ちするようにできています。（ホールのオルガンを指
さして）これもそうです。父は今残っている 400 年ぐ
らい前のオルガンをお手本に作っているので、それぐら
い持つようになっていて、例えば化学的なボンドは使わ
ず、ウサギの骨から作るニカワなどを使っています。ア

ルミやプラスチックは使いません。それらは経年劣化し
て壊れると、工業製品ですから自分では同じようには作
れないわけです。そうしたものを使わないから、長く
300 年 400 年は持つわけです。ただし、革製部品の経
年劣化などの修理は、数十年に１度くらい必要です。オー
バーホールや部分的な修理をその都度しなければなりま
せん。その際に大事なのは、修理はしても改造はしない
ことです。オルガンは機械ではなく芸術作品なんです。
茶道で使うお茶碗とか棗とか、あるいは絵画とかと同じ
ように芸術作品なので、オリジナルに加工をしてはいけ
ません。改造された楽器というものは、バイオリンやフ
ルートでも価値が下がります。作った人が作ったままに
残すというところに価値があって、それは他の芸術作品
でも同じことで、皆さんお分かりと思うんですけれど、
モナ・リザにサングラスをかけたりしたら価値が下がる
わけです。これについて、父が自分の言葉で記している
ところがあるので引用します。「修復作業とは、元に戻
すことであって、決して改良する作業ではない。残念な
がら 20 世紀ヨーロッパ各地で行われた修復は、改良の
手を加えた場合があまりに多かった。このような行為は、
歴史的遺産の破壊とも言うべきもので、今後あってはな
らないことである」辻宏の著書『オルガンは歌う』の一
節です。改造をする人は、安易に、自分だったらここは
もっとうまくできるから変えよう。多分辻さんが生きて
いてもＯＫを出すだろうと思いがちです。オルガニスト
の間で、辻オルガンの響きは「辻サウンド」と呼ばれて
います。その独特の辻宏の響きは改造されると失われて、
二度と元には戻りません。
　辻オルガンの寿命は、先ほど申し上げたように長く、
現代のコンクリート建築よりも長いので、いつかは必ず
建物の方が先にダメになってしまって、オルガンを解体
して移設するという日が来ると思いますけれども、その
際、あるいはその前でも後でも辻オルガンの加工や改造
をしないこと、これは辻宏の一生のお願いです。これは
申し上げておきたいと思います。
　あとは、白川町に４台ある辻オルガンをこれからもた
くさんの人が弾いたり聞いたり、一緒に歌ったり使って
いただくのが良いと思います。アカデミーとか入門講座
とかフォローアップ講座とか、そういうものも大変すば
らしい企画だと思います。また、黒川中学校で何年か前
まで、恵那から先生がいらっしゃってオルガンのレッス
ンが行われていましたが、もし可能なら再開したり、課
外授業で習えるようにしたり、あるいは地元の白川町の
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白川町国際友好協会第41回通常総会及び臨時総会が開催されました

　令和7年 5月、白川町国際友好協会の第41回通常総会が書面表決により開催されま
した。この総会では、令和6年度の事業報告および収支決算、ならびに令和7年度の事
業計画と収支予算案について審議され、いずれも承認されました。
　また、同年9月 20日（土）には白川町町民会館で臨時総会が行われ、「役員の改選」
および「辻宏記念奨学金」に関する議案について、それぞれ承認を得る形となりました。

編集・発行 /白川町国際友好協会　　事務局 /岐阜県加茂郡白川町河岐1705-2　☎70-1316

2026.3 月現在

44

28

25

18

10

125

2

26

58

2

2

6

14

30

31

20

12

151


